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年度昭和 94 [終了予定] 年度-　 　

36,280

40,270

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

3,280

2

153

40,968

19,147

効率性

2福祉電話

171

必要性

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 27,375

0

17,669 17,835

23,299

8,842

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

障害者（児）の在宅生活を支援するために、必要不可欠な事業である。相談が複雑多様化して
おり、申請者も増加傾向にあるため、定期的に項目や金額を見直しつつ、利用者のニーズに
あった事業の推進をしていく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

障害者総合支援法の必須事業で心身障害者（児）の在宅生活の支援上、必要不可欠である。個別の障害ごと
にニーズは高いレベルを維持している。

改善

評
価
結
果

相談が複雑多様化しており、申請者も増加傾向にある。申請者や家族・福祉サービス事業者等との連携を密
に行ったため、目標を達成できた。

3
用具の給付に関して、給付券方式を取り入れることにより、申請者のニーズに合った用具の給付を行ってい
る。また、今後も相談状況を把握し、対象者や用具等の変更・追加を行う必要があるか、随時検討を行ってい
く。

平成２５年度末に新障害福祉システムが導入され、基幹系システムとの連携が行われた。住民記録情報、税
情報など支給決定する上で必要な情報が連携されたことによって事務の効率性が向上した。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 3

37,632

46,522

財源項目

(単位：千円)

37,843

4,687

件

成果指標

6,081　人にかかるコスト（人件費など）

4

28,850

相談内容により、適宜給付サービスの案内を行う。また、中等度難聴児の発達支援をするため、補聴器の助成を平成２
６年１月１日より開始し、平成２５年度は１件 123,300円。平成２６年度は５件 741,111円となった。

0

0 0

46,685

211

36,128

　決算額　　(単位：千円) 40,441

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

3,200

なし

心身障害者（児）等からの申請に基づき、現物を給付する。（福祉電話のみ貸与）
ただし、負担能力に応じて用具の給付に要する費用の一部を直接業者に支払う。同月内に補装具を申請する場合は上限額
管理を一体化する。紙おむつ券給付事業は平成２０年４月より実施。
【用具例】特殊寝台、視覚障害者用拡大読書器、屋内信号装置、吸入器、頭部保護帽、ストマ用装具など５３品目。

補助金の有無
委託内容

２６年度

国・都

件給付件数（紙おむつ購入補助券除く）

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
3,180

在宅の心身障害者（児）等に対し、浴槽等の日常生活用具を給付することにより、日常生活を容易なものとする。

3,177

事業区分

物的給付

平成２７年度　事務事業評価シート

障害者総合支援法、台東区障害者地域生活支援事業実施要綱
中等度難聴児発達支援事業実施要綱

根拠法令等

事業対象

事務事業名 心身障害者日常生活用具給付
障害福祉課

[事業開始]事業の開始・終了年度
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法令（義務）

所
管

福祉部

在宅生活をする心身障害者（児）知的障害者（児）及び難病患者等。（用具ごとに等級制限あり）

〔法令等名〕


